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課題

1960年代における置戸町の社会教育

一一農業構造改善事業と社会教育一一

矢崎秀人

戦後の混沌とした時代から新しく手写生するために，護戸町のまちづくりは公民館活動を中心にし

て行われてきた。食べるのに大変だった戦後，戦後奇i揚者の新開拓地への入植，新しい教育制度に

よる小・中学校の建設，民主主義の普及，選挙制度の普及など想像を超える町の抱える課題は山積

していた。その中で，民主教育を普及実践活動をしていく拠点、として公民館が選択され，さまざま

な成果を収めていった。 1950年6月勃発した朝鮮戦争による景気の向上により日本の経済も回復し

ていくが，農村はあいかわらず貧しかった。戦後のベビープームの中で多くの子供たちがおなかを

減らし，栄養状態も良くなかった。

戦後の公民館を中心にした活動は， 1954年全国優良公民館として表彰され， 1958年には，待望の

中央公民館が新築建設され，道東ーの公民館といわしめた。しかし， 1954年の台風 15号による 400

万石ともいわれる風倒木処理のため，林業による経済の発援はあったが， 1953年， 1954年，そして

1956年の冷害凶作によって農村の貧しさは想像を絶するものになった。

一方， 8本政府は， 1960年高度経済成長政策を発表し，所得倍増を国民に公約し，室主 1961年農業

基本法を制定した。それは第1次産業から第2次産業へ労働力を移動させるための重要な政策でも

あった。さらに， 1962年全国総合開発計画を決定し，政治の季節から経済の季節へ，高度経済成長

そ国家の政策にしていくことになる。農業構造改善事業が行われ日本のその後の方向を決めていく

時代に突入していく。小さな田舎の町でもその影響は大きししたがって， 1950年代の時代の流れ

を無視して蜜戸の歴史を語ることはできないであろう。公民館がその時代の中でどのような役割を

果たしたのか公民館のあるべき姿を考えるよで不可欠な要素となると思われる。置戸の公民館が行

政主導でありながらも，必死に頑張ってきた一番充実していた時代といっても過言ではないだろう。

さらに，教育活動が笑を給ぶためにも町の政策と結びつき，学んだ成果が生かされる制度づくりが

伴わなければ教育の空間りになってしまうことが少なくない。生産活動と学習活動が結びつく必要

性とそのための実銭が重要であり，その点、から免てもこの時代の置戸町の社会教育の果たした役割

は大きいものがあると考える。
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貧乏からの脱却 新農村建設・部落づくり運動

1954年の台風 15号の被害は，その後の風倒木処理計画を含め社会や経済環境へ大きな変化を与

えた。さらに， 1953年からの国有林での作業における機械化推進嬰網による森林軌道の廃止とト

ラック総送の開始，チィエンソーの普及，築材機やトラクター捲きょげ機の導入など，農家の冬期

間の副業から徐々に林業専業労働への変化も生み出していた。

また， 1953年， 1954年， 1956年と 3ヶ年にわたり冷警に見舞われ，特に 1956年の冷警は 1914年

(大正2年)以来の大冷害凶作といわれた。置戸の農家は負債を抱えとうてい一人の力で解決できる

ような状況ではなくなっていった。

この 1956年の状況を「寵戸町史下巻」では次のように記述している。

「町では町長を委員長として 21人からなる対策委員会を設けて，穣籾 224俵を手配し， 1俵 1，000

円の補助を支出，さらに大・中・小・菜立の種子の確保にも努め，米麦の特別買い受け売り渡しな

どの措鐙や，道有林より冷害用新炭材の払い下げを受けた」そして冷害対策の公共事業を起こし対

応、にあたったのである。

町としてはこのような経済や社会の環境を打破すべく， 1958年を準備期間として， 1959年， 1960 

年を啓蒙期，そして 1961年から 1963年を推進期と位寵付け，町づくりの自擦を「農村から貧乏を

追放するために~人づくり，家づくり，部落づくりを推進ずるJ と定めた。

1959年の地元新開では次のように伝えている。

「町内のある学校の先生がその部落の生活殺査を行った。援のまったくない農家が約3叡，一枚の

センベイぶ、とんに兄弟 3人くらいがざこ寝をしているところはざらで，布団はお客さんが来たとき

に敷くのが常識，中には布間もなくわらの中にもぐって寝ているという動物なみの暮らしをしてい

る家が数件という驚くべき実態が明らかにされたJIEl

当時の農家は本当に愛しかったのである。故に農村から貧乏を追放したいという願いがより強く

行政に反映されたと思われる。このような状況の中， 1958年道東地区で一番といわれた置戸町中央

公民館が落成したのである。したがって，公民館関係者は輝かしい公民館を見ながら一方では貧し

い農村の生活を感じ複雑な心境であったと思われる。農村の貧しさを公民館のカで何とかしなけれ

ばならないと考えていただろう。それ故にこの公民館を中心にして網羅的文化的行事を行うことは

決して望まなかっただろうと思われる。

自Iでは農村から貧乏をなくすために， 1959年新農村建設計画を立案した。そして，この計爾警に

は「従来の文化的行事羅列主義の社会教育活動の欠格に気づいて……」という記述がある。そう脅

かせた，当時の担当者の心には，社会教脊の力によって何かができるならば，そのカを持って農村

の貧しさを何とかしなければならないという切実な願いがあったのだろうと思われる。

この時期特筆すべき公民館事業として，保健衛生思想、の普及としての「折り鶴運動」が展開され
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ている。役場衛生係，公民館，学校，婦人会が共同でハエ，カの撲滅運動を進め学校，家庭，社会

の有機的連係をすすめ，明るい人間関係を確立するきっかけを作り，家づくり，まちづくりに震献

するものであった。

貧しいがゆえに，食生活も貧困であり，衛生状態も悪く，家庭生活も明るいものではなかったと

想われる。それ故に貧閣からの脱部が最重要課題だったのである。

2 置戸町の農業後継者教育

貧乏からの脱却をめざし新農村建設・部落づくり運動を展開していくが，その内容について報告

する。

1)農村青年実習生制度

1958年部落づくり運動の第一様として行われたものは，農業青年笑習生制度であった。この制度

は管内的に遅れている農業技術の向上と農業管年の部落づくり運動参加意欲の向上を狙ったもの

で，十勝地方部の先進的農家への実習を目的として， 1961年まで続けられ， 5年間で93名の農業資

年を送り出している。

2 )建戸高校農業科

1960年 12月建戸高校に季節制農業科を開設。翌 1961年には北海道の正式承認をうけ，農業後継

者教育の一翼を担うことになった。当初はかなりの入学者があったが，その後中退者が多く，また

3年目は入学者も減少した。霞戸高校全日制開設の関係もあり，農業科に進学希望者がいなくなり，

開設後4年自に募集停止となった。しかし，この間教職員の熱心な指導もあり，ホ…ムプロジェク

ト大会や農業技術競技大会などで優秀な成績を収めた者も少なくない。農業科卒業生は， 1964年28

人(男 10，女 18)，1965年21人(男 5，女 16)，1966年 17人(男 5，女 12)，合計66人(努 20，

女46)であった。

3 )農業後継者奨学資金制度

1964年度，置戸高校農業科の新規募集停止にともない，中学卒業後農業後継者として学ぼうと希

望する者に対して農業後継者奨学資金制度を設立し援助することになった。阿部氏の「小さな足跡J

によると「高校農業科をなくするにあたり，団体交渉があり，その折衷案として奨学資金ができたJ

とされている。将来農業を続けるかぎり返済をしなくてもよいという奨学資金であった。
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4 )農村青年建設磁，農村女子生活議康

1963年には，北海道事業としての農村青年建設班，農村女子生活講座を開設， 1964年まで2年間

行われた。

農村青年建設班は， 1963年度班員四人であった。

研修内容としては，十勝方面への先進地視察，主にトラクター運転試験学習を中心にした 98簡

の集合研修，杭木伐採のための 4日間の共同作業，全道大会参加，緩営設計などを中心にした中央

公災館を会場にした合宿研修などであった。

1964年には，先の 19名のうち 18名が2年生となり，新たに 22人が 1年生となった。研修内容と

しては，移動研修として仙葵皇農業講習所へ3日間，トラクター運転試験講習 10日開，集合学習 8

自， 1年生は 24日間に渡る経営設計学習， 2年生は 108間の学習を行った。農村女子生活講座は，

1963年度 19人の参加。網走支庁管内で唯一の事業として行われた。

主な研修内容は 1週間に渡る合宿講座。町内農家に 5日間の委託実習であった。

1964年には新たに 11人を加え 11入の継続者と合計22人で開設することになる。

::tな研修内容は， 3日開の研修旅行として仙美箆農業講習所， 6闘の集合学習 8日間の合宿研

修，清泉町への 5日間の委託実習であった。

5 )農業学轡

農村青年建設斑，農村女子生活講座によって撞戸町において初めての系統的継続農業学習，後継

者教育が行われた。 1965年になると北海道は本格的に農業後継者教育を行うために北海道農業学層

制度を制定し，普通科は町村に，高等科は支庁単位に開設することにした。寵戸町は従来あった農

村資年建設班，農村女子生活講座を切り替え，その 1年生を農業学園 2年生として存続することを

要裂し，北海道に特例として認めてもらい道内唯一の 2ケ学年制の農業学園として出発した。

1965年から 1971年まで農業学園は続き，農業後継者教育に大きな成果を発揮した。ちなみに，

1965年度の学関生は 1年生 15人(努 7人，女8人)， 2年生 16人(男 14人女2人)であった。

主な研修内容は，レポート提出 6回， 25日間の合宿で教養7単位，専門科目立単位，箇接指導 8日

間48時間 3日開の帯広への先進地視察， 5日間の町有林での共同作業などであった位。

6 )幻の r農業教育センター」梼想

1963年一つの計画警が作られた。「霞戸町農業教育センター設置計商警」である。この構想、は実現

しなかったが，その内容から当時の町，教育委員会の農業者教育に関する考え方が理解できるので，

少々長いが内容を紹介したい。

センターの設讃理由としては，次のように記述している。「本町農業は，開慕以来の林業依存の姿

により脱却し，現に実施しつつある構造改善事業を意欲的に推進することにより，農業経営を改蕃
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し，所得を増大して本町発展に寄与しようとしているが，例えこの農業構造改善事業が進み、土地砂

、資本'の土台ができ上がったとしても，この農業経営を営むものは人(人間関係)である放に，将

来に生きる農業者を含め，農民を「意識」と「技術J の両面を寧の開輪として，専門的に教育しな

ければ，正しい構進改蓄の久しき亙る理想の達成はむずかしいことに着目して，本町は，すでに設

置した高校農業科に加えて，この農業教育センターを設霞しようとしているものである。さらに，

一般青年腐より，現在の脊年活動，特に学習活動の不十分に目ざめ，さらに深川しかも継続的，

系統的，組織化された学習の欲求が台頭，これに対応するためにもこの笑現に努める必要が生じた

次第である。」

設置方法としては r農業教育センターは，農業構造改善事業に根をもたせるために設資する j.

rその機能を発揮させるため，関係諸機関は，組織，系統，範関等にとらわれず，総合的，有機的に

連携して，指導の集中化，一本化を図るものとする。さらに建物，施設はもとより，機能面の提供，

利用を留り，財政面の効率を高めるものとするりとしている。

性格内容としては. 4つをあげ「①農業後継者の養成と既存農家に対する意識啓発，農業技術の

普及を留る。②宿泊施設を設置して，合宿訓練を建て前とするため.@関係機関の連携を留り，公

共設備，特に高校施設，設備の解放利用を園る。④農民大学の役裁を果たすoj としている。

そして，設置計画では，その施設の目的を「自主的にして科学的な郷土建設の教養と技術を持っ

た農民の養成」とし.1963年8月1臼に発足するように計画している。

コースとしては. 4コースを設け，農業経営を営む成人を対象にしたルーサンクラス，高校

に在籍していない青年努女を対象にした山百合クラス，高校卒業者を対象にしたクロパークラス，

そして高校在学者を対象とするひまわりクラスであった。ひまわりクラスを徐き 2年制とし合宿学

習制，委託実習制を慕本としていた。

総工費840万円， トラクター購入等備品を含め総額 1，080万円であった。なぜ，実現しなかった

のかわからないが，当時としては農業従事者に対する教育を重視していたことだけは理解できる。

7) 1958年以前の農業後継者教育

このように.1958年から 1971年まで中央公民館を中心にして農業後継者教育を行ってきたが，そ

れ以前には，どんな農業後継者への教育・学習プロセスがあったのだろうか。

(1) 実験青年間

「実験青年毘の成果J として「置戸町史」で次のように記述している。「罷戸町教育委員会は，各

単位青年間の一層の自主活動による棺涯教育を主に自己教育の推進を図るため，行政サービスの一

環として実験青年間を設け，指導機関の総力をあげて，集中指導を実施しj. r人的条件の不足から

集中的にーケ所に縦の指導をなしJ. r他のニ十九ヶ団に影響を与えていく」ために実施したもので
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あった。 1953 年から 3 ヶ年行われ，初年度と 2 年度(1953 年度~1954 年度)は，起統青年屈が指定

を受け，初年度は，堆胞の増産，作物の生産費調査及び品穏比較試験，農家の生活時間の状態調査，

トマトの栽培から加工までなどを研究課題とした。 2年目は変類の栽培，酪農，養鶏，めん羊，病

害虫，農産加工，作業着，保存食などが加えられた。

3年自は，秋EH六線青年聞が指定を受け，産業活動，文化活動，生活活動を総合的に笑践するこ

とを目的として行われた。

地域青年間の活動がいかにあるべきか教育委員会の担当者と地域青年聞が取り組んだひとつの成

巣であり，次の生活記録活動へつながっていくものであった。

(2) 生活記録活動

生活記録講座は， 1956年から 1957年まで壁戸町青年団体協議会で続けられた活動であったが，

「置戸町史」では次のように記述されている。

「昭和31年2月27日から 4臼関，東京青山の日本脅年館において関かれた日育協主催第2閤全国

青年問題研究集会に，起統青年会長仁木繁雄が出席した。之は勤労青年の今直面している就労，勉

学，結婚，政治活動生活改善運動等多くの複雑な開題を討議したもので，青年の生活，学習活動，

青年の車町議活動，社会活動等八つの分科会がもたれた。結果としてもち帰ったものは，話し合い，

生活記録，共同学習であり，これらの実際を視察し帰った玉手主事の協力のもと，昭和 31年から共

同学習を開始した。之はもっとお互い生活の中から悩みとか不便を取り除こうとするもので，課題

発見のための調査を第一次的にとりあげた。この結果安住第ニ青年会が食生活改善をとりあげ解決

活動に入っている。また，生活記録は，お互いの悩み不平不満を警く遼動として起統青年団がf我々

の仲間』というノートに警き綴る運動を起こしている。之によってお互いが事故の悩み等を意識し，

会合で話し合うときそこに共通の悩みがまとめられ共向学習へと移れるわけであるり

町史では，青年間の活発な話し合いがもたれ.1957年4月に霞戸小学校を会場に第 1由網走地方

青年問題研修集会が開催され i話し合い生活記録共関学習Jとして充実した内容であったことが記

録されている。このように.1958年からの部落作り運動の前には地域青年間を遜じた地域を見つめ

る自を養う活動があり，その笑践の延長戦ょに農業後継者育成のための実践活動があったのであ

る目。

3 農業構造改善事業~閤審館建設に触れて~

1)閣の動きから

1960年7月，池悶内閣が誕生した。首相に就任して 2ヶ月後の 9月「農林業従事者を第2次産業，

第 3次産業に繰入することを積極的にやりたい」と発言。さらに.11月には「ほかの産業の発展に
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応じて，農村の人口は三分の一，もしくは半分以下にする。臼本の農業は，ほかの産業が合理化，

近代化されているのにもかかわらず，徳JlI時代と同じ状態である。農業規模の拡大と多角経営によっ

て，ひとつの食業として成り立つようにしなければならない」と語った。

1961年 4月四日，この年の 2月に上稼されていた農業基本法を，自民党，民社党の両党が強行可

決した。そして 6月6臼には参議院を通過し，先の池田替相の言葉を実現させるための農業基本

法が誕生した。

この法律は，日本の農業を法的に位置付けるもので農業生産の選択的拡大と，生産性向上，

の構造改議，流通の合環化などを主要な偉容とするものであったが， 1.5ヘクタール以上の農家の育

成が規模の拡大・集間化がもりこまれ，農業生産の選択拡大の名のもとに「議要の増加する農産物

の増進，減少する農産物の生産の転換，外国産農産物と競走関係にある農産物の生産主の合理化」を

留の指導・援助によって行っていくというものであった。しかし，ひるがえって言えば，これに該

当しない小農は切り捨てていくというものであった。

一方，池田内留は掴民所得倍増計画を打ち出し r私はうそを申しませんJを流行語にするように

工業振興政策を打ち出していく。石炭から石油へのエネルギー転換を行い，全国各地にコンビナー

ト建設を進め，湾岸整備とともに工業地帯を拡大していった。

農村で2ヘクタール米織の農家は国の農業政策についていけず，失敗と借金を押しつけ多くの農

民を離農させた。 1961年の全国の農家数は 606万戸であったが， 10年後の 1971年には 526万戸と

80万戸も減少させた。この労働力が高度経済成長政策を進める内閣のもとで都市労働者として移動

していくのである。

公害が発生し，過疎・過密が始まったのである。

2 )議戸の農業構造改善事業

置戸町においては r昭和 36年度農業構造改善事業計画一般地域指定(1962年3月1臼)Jを受け，

鰐走管内で最初の一般地域指定となった。網走市庁としては，機械化だけを白指すのではなく，共

同・協業事業が中心になるので部落づくり運動が充実している置戸に最初の指定を考えたというこ

とであった。

1963年9月 16日に「昭和 38年度農業構造改善事業計画慕本計爾及び事業実施計磁Jが認定され，

同年 10月16臼 r昭和 38年におげる年度別農業改善事業実施計画J が認定された。

「置戸町史下巻」ではこの農業構造改善事業について次のように記述している。いささか長いがそ

のまま引用する。

「農業構造改善事業は，開拓パイロット事業と合わせて，原料乳・ビートを基幹作物として主産地

の形成をしつつ，経営構造の改善をはかり，これによって労働生産性及び収主主性を飛躍的に向上さ

せ，あわせて農業所得の増大をはかるために土地基盤の整備，酪農施設の充実，農業機械の導入を
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図ることをねらいとして，総事業費 1億 3，000万円で，勝山・拓実・常盤・境野の 4地底 70戸で陪

38年より 40年まで3カ年で実施され，トラクグー 11セット，レーキドーザー 2台，農機具の導入

が図られたほか， 322ヘクタールの京地造成，共同や単一の牛舎，サイロ等が建ち，乳牛 209皇賞が導

入され，本町の農業経営の近代化，規模拡大，機械化導入，そして所得向上に大きな影響を与えた」

としている制。

農業構造改善事業を進めるために推進協議会を設立し，この協議会に 14名からなる教育文化部と

お名の産業経済部を構成した。この教育文化部が中央公民館を中心にしてソフト事業を展開してい

くことになる。産業経済部では，補助事業としての土地基盤整備や経営近代化施設への対応，融資

単独事業の繋備などハード事業の整備を進めていく。このようにハード事業を生かしていくソフト

としての農業後継者教育が大きな意味を持ってくることが理解でき，学習した成果が主主かして

いける環境作りがあいまって本当の意味での産業教育，生産教育といえるのであろう。

3 )農村モデル図書館建設

1963年，町長阿部重美のもとに文部省農村モデル国書館建設の話がもたらされた。阿部は自叙伝

「小さな足跡J でそのときのことを次のように奮いている。

「道の社会教育委員会の終了後(当時道の社会教育委員委嘱)稲摂社会教育課長から，町長さん図

書館を建てませんか。実は文部省が全閣八ブロックに農村のモデル圏書館を設登する計画で，今年

は二年目なので是非北海道に割り当てをとってきたいと思っているがどうだろう。これは，将来の

市町村関芸書館のモデルになって貰いたいのだ，との相談をうけ閤庫補助も比較的恵まれたものであ

ることも判ったので，二つ返事でこれを引き受けた(当時公民館の中にあった関警護は全く限界に

あった)J

このようにして置戸町に文部省農村モデル図書館建設の機運が生まれていくが，この農村モデル

臨書館とは何だったのだろう。

「農業基本法の趣旨に沿い，農業地域の生活の改善や生産技術の向上のためにほんとうに役立つ図

書館の典裂を餅りあげることを目的とするものであり，あわせてとかく不振な町村図書館の設鐙意

欲を促進させようとするものである。したがって，その建築や集警形態が単に近代的であるという

だげでなく，将来の運営について多分にパイロット・ライブラリーとしての構想に基づくものであ

る(石塚正成『農林間欝資料月報~ 1963年 8月号農林省臨書館)J剖

国が農業基本法を制定し農業構造改善事業を押し進める中で，文部省も農村の生活文化生産活動

に農村モデル密書館を建設することによって文化の側面から寄与しようと考えたのである。

全国で 8ケ所の建設(笑際は 1966年の安城市が辞退したので 7ケ所の建設)で， 1962年から 1966

まで5年間の事業であった。寵戸は 3年日の 1964年に指定を受け建設し， 1965年 1fiに開館し

た。
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北海道でも農村モデル国書館建設の申請をしていた自治体がある中で置戸にその指定があったの

は，町長以下の熱心な要望があっただけではなく， 1958年からの部落づくり運動と 1961年の農業構

造改善事業の指定，そして農業後継者教育など時代の流れを読み込んだ実践活動があったればこそ

の指定であったのである。

置戸の農村モデル図書館の活動実績とその評価についてはその歴史とともに別な機会に記述する

としたい。ただ， 1975年間欝館雑誌9月号の浪江度氏の「農村モデル図審館はモデルたり得たか

10年間のデータで見る一一」では「どの角度から見ても優れていたのも，

た。」と最大の賛辞を贈っている。

まとめにかえて

だ一つであっ

1955年代から 1965年代にかけて，日本は大きな変化をi遂げた。置戸も時代の流れの中で試行錯誤

をしながら，進んできた。ちなみに，置戸の人口の変化と農家戸数の変化を見てみると， 1963年9

月 1日の世帯数 2，663，総人口 12，593人，農家戸数 725戸，就労人口 1，917人であり，その 10年後，

1973年では，世帯数 2，270，総人口 7，943人(12月31日)で，農家戸数 372戸，農業従事者役帯員

数 1，144人(2月1日)であった。この 10年間で人口で 4，650人減少し，農家戸数は 353戸減少し

た。

所得倍増計画，高度経済成長政策で関民所得は向上し，農家戸数も滅り農村の労働力は工業立地

地区の都市に移動した。 OECDに加盟し，新幹線を走らせ，東京オリンピックを開催し経済大間へ

進んでいく。農村は人口が滅り，農家の規模は拡大し，機械化が進み農業所得は増えた。しかし，

農業構造改善事業は成功したのだろうか。

置戸町では， 1967年第 2次農業構造改善事業の指定を受け，さらに農業基盤等の整備にカを入れ

ていく。しかし， 1968年の町長選挙で政権が交代し新たな流れを作り出していく制。

農業構造改善事業をソフト商で支えた社会教育の評価としては r蟹戸町史下巻」で rいま，置

戸の中核として立ち働いている人のなかには，青年時代こうした機会に学んだ人たちが多いのも特

徴であるJ と農村青年教育に果たした意義を認めている。

時代は新しい試練で新しい社会教脊のありょうを模索していく。

1977年実施の町民意向調査の結巣，罷戸の腐{主意識の潤いに対して「他に移りたいが市街地の

22.5%であるの対し，農村部は 8.5%と少なく離農の現象落ち者きの状況が調査結果にも現れてい

るJと分析している。農業構造改善事業の嵐は 1977年ころになってやっと落ち着いたということが

できるのかも知れない。

1995年前後に農業青年と共に十勝の農業先進地を視察しであるいた。その中で，父子契約制度や

機械共同利用制度，機械銀行制度，交換耕作・交換分合の実践活動を学ばさせてもらった。帰町後
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自分たちの笑銭可能なものへの取り組みを考えた時，自分の町にいかに制度が確立していないのか

を知ることになった。学習活動から制度づくりへの取り組みは，1llJ行政だけでなく農協青年部，農

業協同組合に理解を求めなければならず，そのハードルの高さは農業青年のカ撃をはるかに越えて

いた。学習した成果を実践で生かすためには，制度が必要であり，制度づくりと学習が開時に進行

することが望ましいことになる。農業政策を進めるための制度づくりとその制度を活用して実銭に

結ぶつけていくことが一体となって初めて学習が生かされてくるといえよう。

1960年代の霞戸町の社会教育は，行政主導でありながらも農山村が生きのびていくためには自ら

のカで何をしなければならないかを考え，行政との連携の中で社会教脊の立場から公民館を過して

j農業後継者教脊に重点をおいた活動は時代の中で大きな役割を巣たしたと評価したい。農業構造改

善事業を巧みに取り込んで社会教育と連携しながら地域産業の振興を進めたひとつの事例として，

学ぶところが大きいのではないだ、ろうか。

ji: 

注 1 置戸タイムス木耀ジャ…ナルに当時の教育長小林猛雄氏が「農村の貧乏J として寄稿

注 2 この 1965年から 1971年までの農業学留の記録はすべて中央公民館に保存されており 学習

内容等について詳綿に見ることができる。

設 3 1968年 2月にはこれら一連の活動が評価され，先に記述した「北海道農業賞J を受賞するこ

とになる。

この間の昭和 29年から実験青年間から農業学閥までの動向については，青年団体活動を主

題にしながらも関係する社会教育活動について， 1987年 12月発行の「霞育協 40周年記念

誌 F礎~J に詳しく報告されている。当時の思い出話やそれぞれの時代の名簿などがすべて収

録されているのでぜひ参考にされたい。

注 4 ~別紙参照~

注 5 ~図書舘問題研究会編著「まちの関番館」より引用~

注 6 1970年代の社会教育については， 1999年 3月「社会教育研究」第四号に掲載
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別紙

地区別計磁の概要

基幹作目原料手L.甜菜 実施地区 4地区(勝山，拓実，常盤，境野) 実施戸数 85戸

地実区施名 基幹作自 戸実施数 事業実施計磁の構想

戸 1. 原料乳主産地形成のため労働の合理化と多頭飼育計溺遼成のため共同斎舎を施設して

搾乳牛の共河童毒育を行い所得の向上を嫁する。

2.土地の高度化利用と昔話差是計磁遼成のため機械化営農集団を 2総合育成し開拓パイロッ

勝 山 lJj{料乳 35 
ト事業と併せて草地酪幾の確立を鶏する。

3. 農地の保全を~るため開拓ノTイロット事業を中心として務長量約帯施設等関連事業を有
機的に実施する。

4. 乳牛の導入については一部町有貸付牛を貸付する。

5.酪幾附帯施設については計磁に主基づいて融資事業により実施する。

1.原料事Lを基幹作自とする当地区は乳牛の多E費総育を濁るため葉地の造成を行い草資源

を確保する。

拓実 原料乳 22 2.集乳路線縫保のため食道翠量産を笑施し廷に機械遂行の内済を耳語する。

3.長基地の合理化利湾と労働の合理化を図るため機械化営農築留を育成する。

4. li各慶施設の3整備については当計画に基づいてマル寒資金の活用により整備促進を図る。

1. 原料乳の::t産地形成を図るため乳牛の多頭飼育を回途として主草地の造成を行い更に集

乳路線の確保と機械遂行の悶滑を期するため差是道2本を整備する。

常重量 原料手L 18 2.補助事業と併せて酪幾闘す帯施設の整備を実施するが畜舎についてはマル寒資金の活用

により笑施する。

3.土地の合理約利用と労働力の合理化を図るため機械築関を育成する。

境野 甜菜 10 
1.熔f乍地帯の甜菜を基幹f乍混とする当地区は平坦更に高佼生産地帯にあるので焔{乍経営

の合理化を図るため機械化営農集団を育成しモデル約機械集団の目的達成を殴る。

地区を 1.当地域の原料手しの主産地形成を図るため箪地改良事業を促進し粗鋼料の確保を期する

超える ために，レーキトーザーを導入し町営事11北共同放牧場のE草地造成事業と個人慈地の造
計 磁 成を悶り.]互に牧野の効率的利用を図るため牧遂を設覆して牧野の利汚を図る。

年次別総事業計画

五?と竺
昭和初年度 昭和 39年度 昭和 40年度 言十

事業主量 事業後 事業議 事業費 事業霊童 事業費 事業霊童 事業費

千円 千阿 千円 千円

土整 主主地造成 66.0 ha 5，729 10官。ha 9，582 94.7ha 8，388 269.7 ha 23，699 

補 地 E塁 選 1，000m 1，880 1，000m 1，480 1，000m 1，540 3，000 m 4，900 

牧 道 1，600m 4，800 1，600m 4，800 
計 7，609 11，062 14，728 33，39宮

セット セット ゼット セット
トラクター 6 16，073 l 9，203 4 15，89自 11 41，175 

率 乳牛舎 2棟2924m' 15，4∞ 2棟 924m' 15，400 
サイロ 5基 950 5基 950 
堆 組合 I;!基 372 I;!ま 132m' 372 

ヨ長 レーキト ザー 2台 10，080 2台 10，080 
小計 26，153 25，925 15，899 67，自77

言十 33，762 36，987 30，627 101，376 

童書
時 童話排水 25.7 ha 3，341 25.7 ha 3，341 

肩車
小 計 3，341 3，341 

2棟 4棟 6棟 12棟
宮署 乳牛舎 198m' 1，750 298.65 m' 2，964 511.5m' 5，325 1，008.15m' 10，039 
単 サイロ 121喜 1，570 151事 1，920 5慕 650 321基 4，140 
独 乳牛耳事入 18頭 2，200 40猿 4，000 50頭 5，000 108 ~買 11，200 

事 堆 HI'l会 I;!毒 120 I;!ま 120 2丞 240 

主量 農機呉格納庫 l糠 99m' 900 l棟約m' 900 
/J、 言十 5，640 8，884 11 ，995 26，519 

計 8，981 8，884 11，995 29，860 

合計 42，743 45，871 42，622 131，236 
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